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研究記録
研究記録
（2014 年 1 月～ 12 月）
編著書
冨岡悦子　『パウル・ツェランと石原吉郎』みすず書房、2014 年 1 月
定期刊行物などに掲載された論文
加川順治　「晩年にあって生の中枢への複雑な触手であること――アレ
イクサンドレとボードレール（3）＜後半―１＞」『比較文化研究』第
16 号、鶴見大学比較文化研究所、2014 年 3 月
冨岡悦子　「植物詩の世界―漱石の菫、イデアのスミレ」『比較文化研究』
第 16 号、鶴見大学比較文化研究所、2014 年 3 月
小倉美恵子　“Evolution of Tense and Aspect.” The Evolution of Language ed. 
by E.A. Cartmill et al., World Scientific, 2014 年 4 月
口頭発表
深谷素子（共同発表）　「多読活性化のためにフィンランド教育から学ぶ：
マインドマップ実践報告を中心に」日本国際教養学会 (JAILA) 第 3 回
全国大会、慶應義塾大学、2014 年 3 月 16 日
小倉美恵子	 “Evolution of Tense and Aspect.” The 10th International 
Conference on the Evolution of Language, University of Vienna, 2014 年 4
月 14-17 日
冨岡悦子　「パウル・ツェランの詩「Das Schwere」注釈」中央大学人文
科学研究所ドイツ現代抒情詩研究会、中央大学御茶ノ水記念館、2014
年 5 月 10 日
鈴木周太郎（ポスター発表）　「コルセットを着る女性、つくる女性 - ウー
スター・コルセット・カンパニーからみる 20 世紀転換期のジェンダー
秩序」第 64 回日本西洋史学会年次大会、立教大学、2014 年 6 月 1 日
－ 164 －
Connolly, Martin.　“All the lonely people: Joyce’s Dubliners and the Songbook 
of Paul McCartney.” The Annual Conference of the James Joyce Society of 
Japan, Hosei University, Ichigaya Campus, 2014 年 6 月 14 日
宮下治政　「英語史における人称代名詞目的語の語順変化―媒介変数値
の変化の観点から」近代英語協会 第 31 回大会シンポジウム『統語構
造と線形順序：語順をめぐって』、日本大学文理学部、2014 年 6 月 28
日
小倉美恵子	 “Lexical Diffusion and Neogrammarian Regularity.” The 18th 
International Conference on English Historical Linguistics, University of 
Leuven, Belgium, 2014 年 7 月 14-18 日
根岸純子　「英語口頭試験における試験形式および対話者の言語レベル
と評価」全国英語教育学会第 40 回徳島研究大会、徳島大学常三島キャ
ンパス（総合科学部）、2014 年 8 月 9 日
根岸純子	 “Variability in assessment of speakers tested on three types of 
oral activity.” The 19th Conference of Pan-Pacific Association of Applied 
Linguistics, 早稲田大学早稲田キャンパス、2014 年 8 月 18 日
根岸純子　「決定木による英語対話評価の特徴分析」関東甲信越英語教
育学会第 38 回千葉研究大会、明海大学浦安キャンパス、2014 年 8 月
24 日
深谷素子（共同発表）	 “The effects of goal-setting and self-reflections on 
extensive reading.” The 7th Annual Extensive Reading Seminar, JALT ER 
SIG, 恵泉女学園大学 , 2014 年 9 月 28 日 .
Connolly, Martin.　“All the Lonely People: Joyce's Dubliners & The Beatles 
Songbook.” 鶴見大学大学院修了生研究発表会、鶴見大学 6 号館講堂、
2014 年 10 月 5 日
冨岡悦子　「パウル・ツェランの詩「Fernen」注釈」中央大学人文科学
研究所ドイツ現代抒情詩研究会、中央大学御茶ノ水記念館、2014 年
11 月 1 日
Miller, Kevin.　“Screen English: A Practical Movie Course Guide.” JALT 
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International Conference 2014, つくば国際会議場、2014 年 11 月 23 日
木村利夫　「チャップブックから絵本へ―視覚コミュニケーションの視
点から見るイラストレーション」日本イギリス児童文学会第 44 回研
究大会シンポジウム『伝承文学とイラストレーション』、文教大学越
谷キャンパス、2014 年 11 月 29 日
小倉美恵子	 “Lexical Diffusion and Neogrammarian Regularity” 日本中世
英語英文学会第 30 回記念全国大会、同志社大学、2014 年 12 月 6-7
日
冨岡悦子　「佐藤春夫におけるドイツ文学の受容」日本比較文学会東京
支部、清泉女子大学、2014 年 12 月 20 日
ワークショップ
深谷素子他　「World Café” による教育現場での読書体験の共有」、日本
英文学会関東支部第 9 回大会（2014 年度夏季大会）ワークショップ、
成城大学、2014 年 6 月 21 日
翻訳
菅野素子（共訳）　「第 6 章	職場での異文化コミュニケーション」イン
グリッド・ピラー著『異文化コミュニケーションを問い直す』創元社、
2014 年 4 月
講演
冨岡悦子　「パウル・ツェランと石原吉郎」日本詩人クラブ、東京大学
駒場キャンパス、2014 年 3 月 8 日
菅野素子　「クルーソー、フライディ、そしてデフォー」鶴見大学図書
館第 137 回貴重書展講演会・ギャラリートーク、鶴見大学図書館地下
1 階視聴覚ホール、2014 年 6 月 28 日
相良英明　「パーキンソン病とタンゴ・セラピーの効用」日本パーキン
ソン病友の会神奈川支部、横浜市市民活動支援センター、2014 年 9
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月 14 日
深谷素子　「多読入門講座：多読を英語授業に活かすいくつかの試み」
成城大学文芸学部英文学科主催「アクティヴ・ラーニング勉強会」第
4 回、成城大学、2014 年 11 月 20 日
書誌
冨岡悦子　「2013 年度詩の研究所、評論、訳・編詩集、随筆、評伝」『詩
界』第 261 号、日本詩人クラブ、2014 年 3 月
その他
冨岡悦子（審査報告）　「第 14 回詩界賞に臨んで」『詩界通信』第 66 号、
日本詩人クラブ 2014 年 3 月
深谷素子（調査報告 , 共著）　「フィンランド教育におけるマッピングの
位置づけ：マッピング実践者へのインタビューに基づく一考察」『慶
應義塾外国語教育研究』第 10 号、慶應義塾大学外国語教育研究セン
ター、2014 年 3 月
冨岡悦子（エッセイ）　「伝通院の仏足石」『りいの』第 55 号、りいの俳
句会、2014 年 4 月 
深谷素子（調査報告 , 共著）　「フィンランド英語授業視察記―授業観察・
参加者調査を通して―」『成蹊大学一般研究報告』第 48 巻第 3 分冊、
2014 年 5 月
菅野素子（解題）　「ロビンソン・クルーソーの世界」鶴見大学図書館第
137 回貴重書展、鶴見大学図書館 1 階エントランス、2014 年 6 月 17
日～ 7 月 12 日
冨岡悦子（講演報告）　「パウル・ツェランと石原吉郎」『詩界通信』第
67 号、日本詩人クラブ、2014 年 6 月
菅野素子（新聞記事）　「「今ここ」見つめるまなざし」知の遺産Ⅱ：図
書館コレクションから鶴見大学 35『神奈川新聞』2014 年 9 月 8 日
菅野素子　「オスカーとルシンダ」早稲田大学オーストラリア研究所編
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『映画で知るオーストラリア』オセアニア出版社、2014 年 9 月
冨岡悦子（エッセイ）「鷹女のヒマワリ」『白塔』第 16 号、白塔歌仙会、
2014 年 10 月
冨岡悦子（エッセイ）「書物と気孔」『同時代』第 3 次第 37 号、黒の会、
2014 年 12 月
－ 168 －
鶴見大学紀要投稿規程
 （趣旨）
第１条 鶴見大学（以下「大学」という。）および鶴見大学短期大学部 
（以下「短期大学部」という。）において研究または教育に従事す
る者の成果を紀要に公表することについて定めるものである。
 （投稿資格）
第２条 紀要に投稿できる者は，原則として，大学および短期大学部に
おいて研究または教育に従事する者およびこれと共同で研究に従
事する者とする。
 （投稿原稿） 
第３条 原稿は，未刊行のものに限る。定期刊行物（学術雑誌，商業雑
誌，大学・研究所紀要など）や単行本として既刊，あるいは，こ
れらに投稿中の原稿は本紀要に投稿できない。ただし，学会発表
抄録や科学研究費などの研究報告書はその限りではない。 
 （紀要の部編） 
第４条 紀要の部編は４種類とし，その邦文および欧文の標題は次のと
おりとする。 
　一　鶴見大学紀要　第１部（日本語・日本文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 1 (STUDIES IN 
JAPANESE LANGUAGE AND LITERATURE) 
　二　鶴見大学紀要　第２部（外国語・外国文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 2 (STUDIES IN 
FOREIGN LANGUAGES AND LITERATURE) 
　三　鶴見大学紀要　第３部（保育・歯科衛生編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 3 (STUDIES IN 
INFANT EDUCATION AND DENTAL HYGIENE) 
　四　鶴見大学紀要　第４部（人文・社会・自然科学編）
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　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 4 (STUDIES IN 
HUMANITIES, SOCIAL AND NATURAL SCIENCES) 
 （発行の回数） 
第５条 紀要は，年度内に１回発行することを原則とし，その時期は年
度末３月とする。
 （提出原稿） 
第６条 原稿の作成は，紀要刊行内規で定められた投稿要綱に従うもの
とする。
 （原稿の提出先） 
第７条 原稿は，投稿する部編の紀要委員に提出するものとする。
 （原稿の提出締切日） 
第８条 原稿の提出締切日は，部編により別に定める。
 （編集） 
第９条 編集は，紀要委員会が行うものとする。
 （別刷） 
第10条 50 部を超える別刷の費用は，著者が負担するものとする。
 （著作権） 
第11条 紀要の公開にともなう，複製権および公衆送信権に関わる著作
権の行使は，原則として大学および短期大学部に帰属する。ただ
し，著者が自分の論文等を利用することは差し支えない。 
　二　論文等の全部あるいは大部分を他の著作物等に利用する場合に
は，その旨を大学および短期大学部に申し出ると共に，出典を明
記する。また，一部分を利用する場合にも，文献あるいは図説の
下に出典を明記する。
　三　掲載された論文等の執筆内容が第三者の著作権を侵害するなどの
指摘がなされた場合には，著者がその責任を負う。
附 則　この規程は，平成 21 年４月１日から施行する。
執筆者一覧
鈴　木　周太郎	 文学部専任講師	 （米文化）
松　山　明　子	 文学部准教授	 （言語社会学）
木　村　利　夫	 歯学部准教授	 （英文学）
Steven Paydon	 歯学部・文学部非常勤講師	（応用言語学）
深　谷　素　子	 文学部教授	 （米文学）
Kevin Miller	 文学部講師　　（オーラルコミュニケーション）
Martin Connolly　	 文学部准教授	 （英文学）
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